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福岡県東峰村
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必
要
性
が
生
じ
た

　
昨
年
３
月
か
ら
継
続
し
て
協
議

し
て
き
た
大
行
司
駅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
、５
月
29
日
の
全

員
協
議
会
に
お
い
て
、「
車
い
す
用

階
段
昇
降
機
」を
大
行
司
駅
に
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
緯
は
令
和
６
年
度
当
初
予

算
審
議
に
お
い
て
、説
明
が
不
十

分
な
こ
と
か
ら「
事
業
執
行
の
際

に
は
、議
会
と
協
議
の
う
え
進
め

る
」こ
と
を
総
括
質
議
で
村
長
に

確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、経
済
常
任
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
、経
済
常
任
委
員
会

で
は
、「ス
ロ
ー
プ
カ
ー
の
設
置
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
」と
の

結
論
を
出
し
ま
し
た
。そ
れ
を
受

け
全
員
協
議
会
で
審
議
し
、昨
年

８
月
の
全
員
協
議
会
で
は
反
対

多
数
に
よ
り
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
設

置
を
否
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
福
岡
県
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」に
基
づ
く
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
義
務
や
、国
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
返
還
の

可
能
性
な
ど
か
ら
、再
度
村
よ
り

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、再
度
全
員
協
議
会
を

中
心
に
協
議
を
行
い
、最
終
的
に

は
村
が
提
案
し
た「
車
い
す
用
階

段
昇
降
機
」の
設
置
に
つ
い
て
審

議
し
、大
行
司
駅
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
雨
天
時
や
利
用
方
法
等
に
つ
い

て
は
、引
き
続
き
説
明
を
受
け
て

い
き
ま
す
。

大行司駅
車いす用階段昇降機 設置へ

決
定
決
定

車いす用階段昇降機イメージ

大行司駅のバリアフリー化に関する協議経過　

①スロープカーを中心とした協議②バリアフリー化を中心とした協議

令和7年5月1日　全員協議会
　村より、５案（階段昇降機設置、傾斜路拡幅工事、車い
す専用スロープの整備、スロープカー設置、エレベーター
設置）提示。交付金事業は令和７年度中に事業完了が必
要なため５月中の方針決定が必要との説明。

令和6年3月議会　
　予算審議会において、説明が不十分な
ため「事業執行の際には、議会と協議のう
え進める」ことを総括質疑で、村長に確認を
行い、当初予算は原案通り可決。

令和6年４月～５月　経済常任委員会
　調査・研究をはじめ計６回の協議を重
ねる。

令和6年5月17日　全員協議会
　経済常任委員会として「総合的に判断し
た中で、スロープカーは設置する方が望ま
しいのではないか」という方向性を出す。

令和6年7月10日、8月7日　全員協議会
　担当課からの説明後、全員で協議を行い
採決。反対多数により、「大行司駅周辺整
備に関係する全部の予算執行を認めない」
という結論。

令和6年9月12日　全員協議会
　村より「福岡県福祉のまちづくり条例」等に基づくバ
リアフリー化が必要であることから、「スロープカー設置
案」の再提案があった。

令和6年10月25日　全員協議会
　村は「スロープカー設置案」について再提案。代替案
についても議会に意見を求めた。

令和6年11月26日　全員協議会
　議会から、「福岡県福祉のまちづくり条例」の適用要件
やこれまでのバリアフリー検討経緯に関する資料を担当
課に要求。

令和7年2月10日　全員協議会
　社会資本整備総合交付金の早期予算執行が必要な
ため大行司駅階段の段差解消工事への予算執行を承
認する。

令和7年5月29日　全員協議会
　村より、バリアフリー設備として「車いす用階段昇降
機」設置の提案。全員で協議後、採決。賛成多数により、
設置することに決定。

令和7年1月8日　全員協議会
　担当課より大行司駅バリアフリー検討比較について
説明。

大行司駅への車いす用階段昇降機設置関係予算

令和6年度からの繰越予算

項 目

計

階段再整備
車いす用階段昇降機の設置（工事）
筑前岩屋トイレ・駐車場整備
宝珠山駅駐車場整備
大行司駅トイレ・駐車場整備

予算額(千円)

１２１,６６１

２７,０００
４０,１５０

５４,５１１
残額を最大限活用

スロープカーを設置しない方向へ

車いす用階段昇降機を設置する方向へ



みなさんの身近な議会となるために
シリーズ

全3回
第1回

　令和４年度より検討を進めてきた議員定数については、令和６年度に定数を維持すること
を議会で決定いたしました。住民意見交換の中でも、まだまだ議会の取り組み等が伝わって
いないことも多くあり、３回シリーズで議会（議員）のシゴトについてお伝えします。

2
A 座席はこのようになっています！

Q 議場では、どこに誰が座っているの？

議席番号⑩は議長に割
当られています。普段は
議長席に座っています。

東峰村議会では、議席番号は当選回数順となっていますが、くじ引きで決めている議会もあります。

A 村民の意志を反映し、どのように村政を進めるか
決定するためにあります。

緊張関係を保ち、よりよい村政を目指す。

Q1 そもそも議会ってなんのためにあるの？

　村議会は、村政に村民の意見が十分反映されるよう、村民の代表者として、村長が提案
した村政の進め方について話し合い決定したり（議決）、村政が正しく行われているかを確
かめたり（監査）しています。
　ご意見などを議員に伝えたい場合は、ぜひ遠慮なくご連絡ください。連絡先がわからな
い場合は議会事務局を通じて連絡を取ることもできます。また、議会への要望なども議会
事務局で受け付けています。

　村長も村議会議員もそれぞれが直接選挙で選ばれています（２元代表制）。村長と議会
はお互いに抑制と均衡によって緊張関係を保ちながら、より良い村政を目指しています。

4
A 宝珠山庁舎総合窓口で傍聴券をもらい、

２階の傍聴席へお越しください。

Q 役場に着いたらどこに行けばいい？

　傍聴券を交付する際には、住所・氏名等を記載
します。お帰りの際には、忘れずに傍聴券を総合窓
口にお返しください。

5
A 傍聴席での飲食は禁止です。

Q アメとか、なめてもOK？

議席では、健康面を考慮し議長の許可を得て、水分補給を認めています。

A 執行部が協議等するため、議長が休憩を宣告しています。

Q8 テレビ中継が時々中断するのはなぜ？

　議員による質問及び質疑により、即座に答弁できない場合等において、議長は暫時休憩
や休憩を宣告し、議場整理を行います。その際は、中継を一時中断します。傍聴はそのまま
できますので、ぜひ傍聴して、議場の臨場感を体験していただきたいと思います。

議会事務局長

住民福祉課長 農林建設課長 災害対策室長

教育長 教育課長副村長総務企画課長 村 長

ふるさと推進
課長

議 長

③ 佐々木孝

⑧ 佐々木紀

② 樋口 ① 和田④ 髙倉

⑦ 大蔵 ⑥ 高橋

⑨ 黒川（⑩ 伊藤）

⑤ 梶原

演 台

傍聴席　一般席と報道関係者席があり、定員は40人です。

・・・議会
・・・執行部

議会傍聴に来てみませんか？
ぼ う ち ょ う

3
A どなたでも傍聴できます。

Q 誰でも傍聴できるの？

　議会はどなたでも傍聴（＝そばで聞くこと）すること（議長の許可を得て）ができます。た
だし、議事の進行の妨げとなる可能性がある場合は入場することができません。
　年に４回開催の定例会及び臨時会については、開会時は東峰テレビにて生中継を行ってい
ます。また、定例会の一般質問及び最終日の議案審議については録画放送も行っています。

　傍聴席は、議事の進行に関わらず、いつでも
入退場することができます。なるべく静かに出
入りしていただけますよう、お願いします。
　なお、議員・執行部は、議長が休憩を宣告し
ない限り、議場を退席することはできません。

A 静かに出入りしてください。

6Q トイレが心配・・・
出入りはできますか？

A 基本的に自由です。

7Q 傍聴者の服装は？

　傍聴者の服装は基本的に自由で
す。ただし、他人に危害を加えるおそ
れのあるものや、示威的行為のため
のものは携帯できません。



6月定例会トピックス

　6月定例会は6月16日から18日までの会期で開催しました。
　7人の議員が一般質問をし、条例の一部改正及び廃止4件、指定管理者の指定1件、工
事契約の変更2件、財産の取得2件、補正予算２件、報告2件、その他３件、計16件を慎
重審議し、原案通り可決しました。　
　令和7年度一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれに2607万7千円を追加し、総額
42億4740万5千円となりました。

第３回臨時会（４月）及び第４回定例会（６月）における賛否が別れた議決（再掲）

議 案 一 覧
区　
分

賛　
成

審
議
結
果

東峰村教育委員会委員の任命について可
決

第３次東峰村総合計画及び東峰村人口ビジョン・第３期東峰村まち・ひと・しごと創生総合戦略
の策定について

可
決

条
例

そ
の
他

賛成
多数

賛成
多数

和
田
将
幸

樋
口　

朗

佐
々
木
孝

髙
倉
美
紀
惠

梶
原
伯
夫

高
橋
弘
展

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

黒
川
隆
康

○○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

○○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

賛成：○　反対：●　欠：－

第3回臨時会（4月）議決結果一覧表

工事請負変更契約の締結について可
決

１　契約の目的　　宝珠山川河川災害復旧工事（第１２０号）（第１４４号）
２　契約の変更内容　　
　　（１）原契約金額 ６０,９４０,０００円
　　（２）変更後の契約金額 ６４,２５７,６００円
　　（３）変更する額 　３,３１７,６００円
３　契約の相手方　　福岡県朝倉郡東峰村大字福井５８９番地３
　　　　　　　　　　　　　株式会社大藪組　東峰営業所　所長　本河　正明

東峰村教育委員会委員の任命について同
意

東峰村教育委員会委員の任期満了に伴い、鬼丸祐輔氏（再任）を東峰村
教育委員会委員に任命する。     

専決処分の承認を求めることについて（専決第１号）
東峰村国民健康保険条例の主な改正点
　１．課税限度額の引き上げ
　２．低所得者に対する国民健康保険税の軽減に係る軽減判定所得の引き上げ

可
決

専決処分の承認を求めることについて（専決第２号）

東峰村税条例の主な改正点
　１．公示送達について、インターネットを用いる方法の定義を示した省令改正に伴う改正
　２．個人住民税における特定親族特別控除の創設に伴う改正
　３．行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴う改正
　４．軽自動車税種別割の標準税率の区分の見直しに伴う改正
　５．「新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を受けようとする者がすべき申告」の
　     　　　　　　 新設
　６．加熱式たばこに係る市町村たばこ税の課税標準の特例規定の新設

可
決

条

例

そ

の

他

全

会

一

致

賛
成
多
数

議 案 一 覧 議案の主な内容
区　
分

賛　
成

審
議
結
果

第4回定例会（6月）議決結果一覧表

東峰村定住促進住宅条例の一部を改正する条例の制定について可
決 定住促進住宅（小松団地）において、新規に2棟8戸を設置する。

東峰村記号式投票に関する条例を廃止する条例の制定について（P16へ）可
決

第３次東峰村総合計画及び東峰村人口ビジョン・第３期東峰村まち・ひと・しごと
創生総合戦略の策定について

可
決

本村における村づくりの基本理念を定め、総合的かつ計画的な行政運営を図るため、新たに第３次東
峰村総合計画及び東峰村人口ビジョン・第３期東峰村まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定する。

東峰村過疎地域持続的発展計画（令和３年度～令和７年度）の変更について可
決

「６ 生活環境の整備」及び「７ 子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進」に、
新規事業「廃棄物処理施設（ごみ処理施設）」、「食品アクセス支援事業」、「生活支援拠点整備事
業」を追記する。

工事請負変更契約の締結について可
決

１　契約の目的　　鶴－１－１地区がけ崩れ対策工事
２　契約の変更内容　　
　　（１）原契約金額 ７９,２００,０００円
　　（２）変更後の契約金額 ８２,４１８,６００円
　　（３）変更する額 　３,２１８,６００円
３　契約の相手方　　福岡市東区馬出一丁目１１番１１号
　　　　　　　　　　　　　　日本乾溜工業株式会社　代表取締役社長　兼田　智仁

工事請負変更契約の締結について可
決

１　契約の目的　　東－１地区がけ崩れ対策工事
２　契約の変更内容　　
　　（１）原契約金額 ６２,１５０,０００円
　　（２）変更後の契約金額 ６４,４４９,０００円
　　（３）変更する額 　２,２９９,０００円
３　契約の相手方　　福岡県北九州市八幡西区楠橋南三丁目３番１３号
　　　　　　　　　　　　　　ミクニ建設株式会社　代表取締役　世良　雅彦

東峰村こどものえきの指定管理者の指定について（P6へ）可
決

令和７年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第１号）可
決

令和７年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出補正予算（第１号）可
決

財産の取得について（追認）可
決

１　財産の種類及び数量　　東峰村獣肉処理加工施設設備備品
　　　　　　　　　　自動剝皮機能付き懸吊解体台、プレハブ冷凍庫、計量ラベルプリンター　外
２　取得価格 ９，１２１，２００円（内消費税額　８２９，２００円）
３　契約の相手方　　福岡県糸島市志摩吉田１０２３
　　　　　　　　　　　　　　株式会社糸島ジビエ研究所　代表取締役　西村　直人
４　契約日　　令和７年２月１０日

財産の取得について可
決

１　財産の取得及び数量　　籾摺り機及び粒選別機、据付遠赤乾燥機、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小型乾燥機及び荷受けホッパ一式
２　取得価格 １８，１５０，０００円（内消費税額１，６５０，０００円）
３　契約の相手方　　熊本県熊本市東区御領六丁目２－１７
　　　　　　　　　　　　　　株式会社 山本製作所　九州営業所　所長　長　和徳
４　納期限　　令和７年８月３１日

令和６年度東峰村繰越明許費繰越計算書報告（一般会計）報
告

令和６年度東峰村事故繰越し繰越計算書報告（一般会計）報
告

東峰村特別職の給与の減額に関する条例の一部を改正する条例の制定について（P6へ）可
決

東峰村単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

人事院勧告に準じて、単純労務職員に地域手当等を支給する。可
決

条

例

全

会

一

致

全

会

一

致

東峰村選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について（P16へ）選
挙

全
会
一
致

賛
成
多
数

補
正
予
算
指
定
管
理

そ

の

他

議 案 一 覧 議案の主な内容
区　
分

賛　
成

審
議
結
果

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

令
和
７
年
７
月
か
ら
９
月

に
支
給
さ
れ
る
村
長
給
与

の
20
％
減
額
す
る
た
め
の
、

条
例
改
正
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
給
与
カ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
よ

り
継
続
し
て
多
数
の
事
務

の
不
適
切
処
理
事
案
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
る
道
義

的
責
任
を
取
る
も
の
で
す
。

職
員
の
不
適
切
事
務
に
よ
る
道
義
的
責
任

村
長
給
与
の
２
割
カ
ッ
ト（
３
カ
月
）

お
い
し
い
体
験
・楽
し
い
体
験
の
駅
へ

宝
珠
山
駅
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
指
定
管
理
者
を
決
定

　
令
和
７
年
３
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
が
完
了
し
て
い

た
宝
珠
山
駅
舎
の
指
定
管
理

者
が
、「
合
同
会
社
テ
シ
ゴ
ト
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
す
る
箇
所
は
、

カ
フ
ェ
、キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。募
集
要

項
に
よ
る
と
、７
月
中
に
開

業
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

議
案
質
疑
よ
り

議
員　
カ
フ
ェ
で
提
供
す
る

代
表
的
な
メ
ニ
ュ
ー
は
。

課
長　
地
元
野
菜
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
、岩
屋
湧
水
を
使

っ
た
か
き
氷
、カ
レ
ー
等
の

軽
食
の
提
供
を
予
定
し
て

い
る
。

対象施設　：東峰村こどものえき
指定管理者：合同会社　テシゴト　
　　　　　　代表社員　鬼丸日菜子
指定の期間：令和７年７月１日から
　　　　　　令和12年３月31日まで

 

議
案
質
疑
よ
り

議
員　
昨
年
10
月
か
ら
説
明
を
受
け
て
き
た
。
判
断
が
こ

の
時
期
に
な
っ
た
の
は
。

村
長　
事
実
関
係
を
確
認
す
る
中
で
、
新
た
な
事
案
が
発

覚
し
、
６
月
６
日
の
処
分
に
な
っ
た
。

議
員　
村
長
の
給
与
20
％
カ
ッ
ト
は
妥
当
か
。

村
長　
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
事
案
の
発
覚
か
ら
、
議
会
は
原
因
究
明
と
再
発
防
止

を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
行
政
に
対
し
て
適

切
な
事
務
処
理
を
求
め
て
い
き
ま
す
。



ここが聞きたい！
一 般 質 問

令和7年東峰村議会第4回（6月）定例会

一般質問の詳細は

議事録をチェック！！

質問順 質問事項（色付きは記載事項）議員名 ページ

大行司駅のバリアフリー化工事について
岩屋駅周辺整備について
職務上のミスと対応について

樋口　朗
ひぐち  あきら

1 P9

大行司駅バリアフリー化について
ＬＩＮＥでの広報について
防犯・防災カメラの設置について
防災人材および災害時のボランティア人材の育成について

高橋　弘展
たかはし  ひろのぶ

P104

P10

「ずっと笑顔で暮らせる村づくり」について
ＢＲＴに関する問題について
役場の課を５課に変更したが、その成果と課題について
持続可能な村づくりについて
地域交通について

佐々木　孝
ささき  たかし

3

村長としての振り返りについて
今後の災害対策について
東峰村の農業について

梶原　伯夫
かじわら  はくお

P92

旧ほうしゅ楽舎の活用について
BRTの活用について
３駅沿線振興について

和田　将幸
わだ  まさゆき

P115

宝珠山駅周辺整備事業について佐々木 紀嘉
ささき  のりよし

7 P12

地域交通について
行政運営について
豪雨対策について

大蔵　久徳
おおくら  ひさのり

6 P11

車
い
す
用
階
段
昇
降
機
の
雨
風
対
策
費
は

村
長  

事
業
者
と
協
議
中
で
、決
ま
れ
ば
説
明
す
る

樋口　朗  議員

議
員　
大
行
司
駅
に
車
い
す
用
階
段

昇
降
機
を
設
置
す
る
場
合（
工
事
費

約
４
０
０
０
万
円
）、雨
や
風
を
避
け

る
屋
根
や
側
壁
な
ど
が
必
要
で
は
な

い
か
。そ
の
経
費
の
見
積
額
、増
加
後

の
全
体
事
業
費
・
施
設
の
保
険
料
や

年
間
維
持
費
は
。

村
長　
雨
の
時
の
利
用
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
な
方
法
が
適
切
か
、事
業
者
と

協
議
し
て
い
る
。方
法
や
経
費
が
決
ま

っ
た
時
点
で
、議
会
に
説
明
す
る
。

議
員　
階
段
を
再
整
備
す
る
用
地
な

ど
を
村
が
買
収
し
て
い
る
。斜
面
等
に

災
害
が
あ
っ
た
場
合
は
村
が
復
旧
す

る
の
か
。

村
長　
斜
面
の
崩
壊
等
は
、村
が
対
策

を
す
る
形
に
な
る
。

議
員　
昇
降
機
は
、子
ど
も
、障
が
い

者
、高
齢
者
等
が
利
用
で
き
る
の
か
。

村
長　
ベ
ビ
ー
カ
ー
、シ
ル
バ
ー
カ
ー

等
は
利
用
で
き
る
。介
助
者
は
横
の
階

段
を
歩
く
こ
と
に
な
る
。

議
員　
昇
降
機
を
一
日
何
人
が
利
用

す
る
予
定
か
。

村
長　
一
日
約
１
名
の
利
用
を
想
定

し
て
い
る
。

大行司駅の階段

車いす用階段昇降機

４
年
間
を
振
り
返
り
、今
後
ど
う
す
る
の
か

村
長  

信
任
を
い
た
だ
け
れ
ば
、再
度
挑
戦
し
た
い

梶原 伯夫 議員

議
員　
村
長
と
し
て
４
年
間
を
振
り

返
り
、
自
己
評
価
は
。

村
長　
前
村
長
か
ら
引
き
継
い
だ
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
、
日
田
彦

山
線
３
駅
整
備
等
、
様
々
な
事
業
が

あ
っ
た
。
安
全
安
心
な
村
づ
く
り
が

大
き
な
部
分
で
あ
っ
た
。
交
通
で
は
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業
が
始
ま
っ

た
が
、
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

議
員　
今
後
の
村
政
に
つ
い
て
は
。

村
長　
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
の
で
、

信
任
を
い
た
だ
け
れ
ば
引
き
続
き
挑

戦
を
し
た
い
。

農
業
に
つ
い
て

議
員　
東
峰
村
の
農
業
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
農
業
・
農
地
を
「
守
る
」
観

点
と
、
「
生
か
す
」
観
点
が
必
要
。

農
地
を
守
る
活
動
は
、
中
山
間
直
接

支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
等
で
、
担

い
手
の
方
が
活
動
を
し
て
い
る
。
そ

れ
を
生
か
す
活
動
に
つ
い
て
は
、
今

後
村
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
個

人
で
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

農
地
の
貸
し
借
り
や
集
約
等
、
集
団

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
、
農
林
業
振
興
協
議
会

が
農
協
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
有
効

に
活
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。
目
標
設
定
を
し
て
進
捗
達
成
度

を
測
り
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

今後休耕田が増えない取り組みを



Ｂ
Ｒ
Ｔ
３
駅
の
周
辺
整
備
の
方
向
性
は

村
長  

３
駅
の
魅
力
を
高
め
る
形
で
整
備

佐々木  孝  議員

議
員　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
３
駅
の
周
辺
整
備
の

方
向
性
は
ど
う
か
。

村
長　
宝
珠
山
駅
は
、賑
わ
い
の
拠

点
、誰
で
も
楽
し
い
県
境
の
駅
と
い

う
特
徴
を
活
か
す
。特
に
子
ど
も
の

遊
び
場
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
整

備
を
行
う
。

　
大
行
司
駅
は
、誰
も
が
便
利
で
使

い
や
す
い
交
通
拠
点
。こ
こ
は
国･

県

道
の
結
節
点
で
、小
石
原
地
区
に
も

３
駅
の
中
で
は
一
番
近
い
こ
と
か
ら
、

村
の
交
通
と
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
つ
な
ぐ
駅
と

し
て
、ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
目
指
す
。

　
筑
前
岩
屋
駅
は
、自
然
と
水
と
歴

史
を
楽
し
む
観
光
拠
点
。竹
の
棚
田

・
岩
屋
公
園
・
岩
屋
神
社
等
が
あ
り
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
拠
点
、

地
域
の
経
済
活
動
拠
点
と
な
れ
る
施

設
を
作
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
を
賑
わ
い
の
駅
に

し
た
い
。

議
員　
宝
珠
山
駅
の
カ
フ
ェ
は
、ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　
３
月
２４
日
か
ら
５
月
２
日
ま

で
指
定
管
理
者
の
募
集
を
行
っ
て
い

た
。１
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、速

や
か
に
事
業
者
と
協
議
を
し
、一
日

も
早
い
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
取
り
組

み
た
い
。

宝珠山駅のカフェの指定管理者が決定（P6へ）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
村
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
か

村
長  

今
後
徹
底
を
図
っ
て
い
く

高橋 弘展 議員

ラ

イ

ン

議
員　
東
峰
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
使
い
、日
々
の
行
政
か
ら

の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
の
か
。

村
長　

各
課
に
入
力
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
配
置
し
て
い
る
が
、
入
力
さ

れ
て
い
な
い
。
情
報
の
発
信
方
法

を
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

作
っ
て
い
く
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
活
用
に
つ
い
て

議
員　
道
の
駅
小
石
原
周
辺
、親
水

公
園
周
辺
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。梅
雨
時
期
の
河
川
の

水
位
や
、冬
場
の
積
雪
状
況
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
、設
置
場
所
の
検
討

や
増
設
の
考
え
は
。

村
長　
現
在
、東
峰
テ
レ
ビ
の
ラ
イ

ブ
カ
メ
ラ
情
報
で
、つ
づ
み
の
里
前
、

宝
珠
の
郷
前
、
親
水
公
園
前
の
県

の
河
川
カ
メ
ラ
の
映
像
を
流
し
て

い
る
。村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲

載
等
、情
報
収
集
の
し
や
す
さ
を
考

え
て
い
く
。

議
員　
大
雨
時
に
は
東
峰
テ
レ
ビ
の

通
常
放
送
を
休
止
し
、村
内
の
ラ
イ

ブ
カ
メ
ラ
を
放
送
し
、村
内
の
状
況

把
握
を
し
や
す
く
で
き
な
い
か
。

村
長　

住
民
か
ら
災
害
時
に
も
っ

と
災
害
情
報
を
流
せ
な
い
か
と
の

意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
。
東
峰

テ
レ
ビ
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
。

6月10日の避難情報（村ＬＩＮＥより）

旧
ほ
う
し
ゅ
楽
舎
を
有
効
活
用
で
き
な
い
か

村
長  

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

和田 将幸  議員

議
員　
村
と
協
定
を
結
ぶ
大
学
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
方
々
が
、中
長

期
で
利
用
で
き
な
い
か
。

村
長　
総
務
企
画
課
で
検
討
を
行
っ

て
い
る
。災
害
で
浄
化
槽
が
使
え
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、砂
防
指
定

地
の
関
係
も
あ
り
、前
の
広
場
を
ど

う
す
る
か
を
一
体
的
に
考
え
た
い
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
活
用

議
員　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
、乗
合
タ
ク
シ
ー「
の

る
ー
と
」を
活
用
し
て
、観
光
客
を
東

峰
村
に
呼
び
込
め
な
い
か
。

村
長　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
か
ら「
の
る
ー
と
」

と
の
連
携
が
で
き
て
い
な
い
。
県
の

Ｍａ
ａ
Ｓ
事
業
で
、「
の
る
ー
と
」と

の
連
携
を
図
る
。本
年
度
、小
石
原

地
区
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
実

証
実
験
を
県
と
共
同
で
行
う
。村
内

を
周
遊
で
き
る
仕
掛
け
を
考
え
て

い
る
。

議
員　
公
共
交
通
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
や「
の

る
ー
と
」等
）を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
、村
内
の
利
用
促
進
の
考
え
は
あ

る
の
か
。

村
長　
Ｊ
Ｒ
九
州
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
回
数

券
は
要
望
し
て
い
た
が
、実
現
し
て

い
な
い
。利
用
の
促
進
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
協
議
は
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
３
駅
沿
線
振
興
が
順
調
に
進

ん
で
い
な
い
。今
後
ど
の
よ
う
に
事

業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
の
か
。

村
長　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基

づ
く
事
業
を
行
っ
て
い
く
。ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
感
を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
を
、

担
当
課
に
指
示
し
て
い
く
。

情緒ある雰囲気が残る
旧ほうしゅ楽舎

マ

ー

ス

「
の
る
ー
と
」の
安
全
対
策
は

村
長  

管
理
等
は
事
業
者
に
任
せ
て
い
る

大蔵 久徳 議員

議
員　
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
の
る
ー
と
」

で
事
故
が
発
生
し
た
。
ど
の
よ
う
な

安
全
対
策
が
取
ら
れ
て
き
た
の
か
。

村
長　
運
転
手
は
、
安
全
対
策
や
心

構
え
の
講
習
を
受
け
る
。
そ
の
後
の

雇
用
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
は
事
業

者
に
任
せ
て
い
る
。

議
員　
健
康
状
態
や
飲
酒
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
運
転
手
の
健

康
状
態
等
に
つ
い
て
は
、
運
転
前
の

点
呼
等
で
の
目
視
、
運
転
中
は
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
等
で
実
施
し
て
い
る
。
交

通
事
業
者
は
、
国
等
の
指
針
で
、
必

ず
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

議
員　
今
回
の
事
故
後
、
担
当
課
で

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
確
認
は
行
っ
た

の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
直
接
は
見
て

い
な
い
が
、事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
を

行
っ
て
お
り
、問
題
が
な
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。

議
員　
事
故
後
安
全
対
策
に
変
化
は

あ
っ
た
の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
こ
れ
ま
で
の

健
康
管
理
や
発
車
点
検
を
継
続
す
る

こ
と
は
当
然
と
し
て
、改
め
て
お
客
様

へ
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
や
発
車
時
の

声
か
け
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

健康チェックの徹底を！



追跡！ あの質問どうなった？！追跡！ あの質問どうなった？！

令
和
６
年
９
月
及
び
令
和
７
年
３
月
定
例
会
一
般
質
問
よ
り

議
員　
エ
ア
コ
ン
設
置
の
助
成
を
導
入
で
き
な
い
か
。

令
和
７
年
６
月
定
例
会
補
正
予
算
に
て

高
齢
者
の
た
め
の

熱
中
症
対
策
エ
ア
コ
ン
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

助
成
を
決
定

結 

果

エ
ア
コ
ン
購
入
助
成
と
は
？

　
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
が
な
い

住
宅
に
居
住
す
る
高
齢
者
世

帯
に
対
し
、
エ
ア
コ
ン
の
購

入
や
設
置
に
か
か
る
経
費
に

助
成
金（
上
限
５
万
円
）を
交

付
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
自

宅
に
エ
ア
コ
ン
が
な
い
こ
と

や
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
役
場
住
民

福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宝
珠
山
駅
舎
を
活
用
し
た
飲
食
店
の
目
的
は

課
長  

観
光
客
等
へ
軽
食
、ス
イ
ー
ツ
等
が
提
供
で
き
る
よ
う
整
備

佐々木 紀嘉 議員

議
員　
当
初
、
お
に
ぎ
り
の
話
で
進

め
て
、
途
中
で
ス
イ
ー
ツ
・
パ
フ
ェ

の
話
に
な
っ
た
が
、
こ
の
決
定
は
コ

ン
サ
ル
が
行
っ
た
の
か
、
課
と
し
て

行
っ
た
の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
課
と
し
て
は
、

パ
フ
ェ
を
出
し
て
ほ
し
い
と
要
望
を
出

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。こ
の
こ
と

は
、収
益
を
見
込
め
る
一
例
と
し
て
の

提
案
だ
っ
た
。

議
員　
コ
ン
サ
ル
の
思
っ
て
い
る
利

益
性
の
高
い
ス
イ
ー
ツ
・
パ
フ
ェ
を

一
方
的
に
押
し
付
け
て
、
地
元
住
民

に
説
明
す
る
よ
う
な
段
階
で
は
な
い

と
思
う
が
。

村
長　
丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
お
互
い

の
話
を
調
整
す
る
こ
と
が
役
場
と
し

て
の
立
場
だ
っ
た
が
、
う
ま
く
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。

議
員　
今
回
の
指
定
管
理
者
選
定
で

は
、
管
理
者
が
ス
イ
ー
ツ
・
パ
フ
ェ

を
作
る
こ
と
で
、
決
定
し
た
の
か
。

副
村
長　
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、

事
業
者
の
提
案
に
委
ね
る
形
を
取

っ
て
い
る
。

議
員　
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
飲
食

店
に
限
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
振
興
と
い

う
大
義
と
、
振
興
策
、
事
業
は
ど
う

な
る
の
か
。

村
長　
広
い
面
積
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
る
の
で
、
今
後
の
振
興
は
地
域

と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。今後のカフェに期待しています

ど
う
創
る
？ 

有
効
な
議
会
広
聴
・
広
報
と
は

北
海
道
鷹
栖
町
議
会
か
ら
学
ぶ

　

第
２
講
座
は「
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
」の
演
題
で
、北

海
道
鷹
栖
町
議
会
・
副
議
長
青

野
敏
さ
ん
が
講
演
。議
員
選
挙

が
３
期
連
続
無
投
票
だ
っ
た
危

機
感
か
ら
研
修
・
議
論
を
重
ね
、

広
報
の
充
実
に
挑
戦
。工
夫
い
っ

ぱ
い
の
実
践
が
功
を
奏
し
、議
員

選
挙
が
実
施
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
５
月
27
日
、大
野
城
市
で
開

催
さ
れ
た
議
会
広
聴
・
広
報

の
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
講
座
は「
住
民
に
寄
り

添
う
広
報
・
広
聴
と
は
？
」の
演

題
で
、ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
フ
ェ

ス
ト
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州

代
表
・神
吉
信
之
さ
ん
が
講
演
。

議
会
の
仕
事
を
住
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
多
く
の
事
例
を
学

び
ま
し
た
。

① 3期連続無投票を期に
議会改革へ

研修・議論を継続
全議員参加の議会改革を始めた

② 型破りの広報づくり
電車の中吊り広告風の広報
一般質問の通信簿作成など

③ 若い世代との交流
広報に高校生の意見を取り入れる
小中学生向けの議会だよりの作成

ココがすごいココがすごい鷹栖町議会

議会傍聴に行くと配布される
ガイドブック

斬新なデザインの議会案内

議会広報特別委員会報告
広報力アップへ向けて広報力アップへ向けて

た
か
す
ち
ょ
う



常任委員会報告今、    調べてる？？

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、令
和

７
年
度
の
政
策
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
と
し
て
、過
去
の
一
般
質
問

や
議
案
審
議
等
を
精
査
し
、「
旧

宝
珠
山
小
学
校
の
利
活
用
」を
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。今
後
、活
用
事
例
の
調

査
や
公
共
施
設
の
利
活
用
に
関
す

る
専
門
家
に
よ
る
研
修
、住
民
意

見
交
換
等
、政
策
提
言
に
向
け
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

建
物
内
部
も
閉
校
時
の
状
態

を
維
持

　
委
員
会
で
は
、５
月
21
日
に
旧

宝
珠
山
小
学
校
の
校
舎
内
部
の
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。外
観
に

つ
い
て
は
、利
活
用
の
際
に
補
修

が
必
要
な
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
が
、内
部
に
関
し
て
は
、閉

校
時
の
ま
ま
の
状
態
が
保
持
さ
れ

総
務
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

委
員
長　
大
蔵 

久
徳

令
和
７
年
度
政
策
サ
イ
ク
ル
始
動

旧
宝
珠
山
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
提
言
へ

ス

ウ

ォ

ト

経
済
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

委
員
長　
佐
々
木 

紀
嘉

　
６
月
開
催
の
委
員
会
で
は
、所

管
課
か
ら
の
主
要
事
業
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。ま
た
、継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
る「
持
続
可
能
な

農
業
」に
つ
い
て
、検
討
を
行
い

ま
し
た
。

ど
う
進
む
？

　
　
気
に
な
る
事
業

ア
ロ
マ
事
業 

試
作
品
開
発
へ

　
前
年
度
の
事
業
進
捗
状
況
を
確

認
し
、今
年
度
は
人
材
確
保
・
試

作
品
開
発
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
等

の
検
討
を
委
託
事
業
者
が
中
心
と

な
っ
て
行
い
ま
す
。開
発
商
品
は
、

村
の
公
共
施
設
で
試
験
的
に
展
開

さ
れ
る
予
定
で
す
。

観
光
振
興
の
組
織
化
へ

　
令
和
３
年
度
策
定
の
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、観
光
振
興
の
中
核
を
担

う
組
織
体
制
の
構
築
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。組
織
化
に
あ
た
っ
て

は
、観
光
に
係
る
村
の
問
い
合
わ

せ
窓
口
の
統
一
化
を
図
る
た
め
に
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
対
話
型
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
。ま
た
、組
織
体

制
構
築
の
た
め
に
、地
域
お
こ
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

募
集
を
行
い
、令
和
７
年
度
中
の

組
織
設
立
に
向
け
て
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

サ
イ
ン
看
板

　
　
　
　

 

デ
ザ
イ
ン
一
新
！

　
令
和
５
年
度
策
定
の「
東
峰
村

観
光
サ
イ
ン
整
備
基
本
計
画
」に

基
づ
き
、現
在
、観
光
サ
イ
ン
看
板

の
統
一
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。今

年
度
は
、道
の
駅
小
石
原
周
辺
の

サ
イ
ン
看
板
約
１
５
０
箇
所
を
整

備
予
定
。

河
川
プ
ー
ル

　
　
　

 

災
害
へ
の
対
策
を

　
棚
田
親
水
公
園
河
川
プ
ー
ル
は
、

６
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。

大
雨
に
よ
る
被
災
が
続
く
た
め
、

「
今
後
の
プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
が
、委
員
か
ら
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
に

　
　
　
　
　
　  

向
け
て

　
村
全
体
を
大
字
単
位
に
分
け
、

農
地
の
持
ち
主
と
耕
作
者
等
の
現

状
を
把
握
し
て
き
ま
し
た
。今
後

は
、現
地
の
調
査
及
び
耕
作
に
つ

い
て
の
方
針
な
ど
聞
き
取
り
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、ど
う
し
た
ら

休
耕
田
を
無
く
し
て
い
け
る
か
、

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

棚
田
親
水
公
園
河
川
プ
ー
ル

６
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
へ

一新された観光サイン看板

6年ぶりにオープンする棚田親水公園

て
い
ま
し
た
。

　
教
室
内
に
は
、机
や
椅
子
、教

材
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、そ
れ

ら
に
つ
い
て
も
利
活
用
の
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
状
分
析
か
ら
多
様
な
利
活

用
の
検
討
を

　
委
員
会
で
は
今
後
の
方
向
性
を

検
討
す
る
た
め
に
、企
業
や
個
人

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
分
析

と
し
て「
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
」を
用
い

ま
し
た
。

校舎内部の現地調査

「
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
」と
は
、Ｓ（
強

み
）、Ｗ（
弱
み
）、Ｏ（
機
会
）、

Ｔ（
脅
威
）の
４
つ
の
視
点
か
ら
、

内
部
環
境
と
外
部
環
境
を
整
理
し

て
い
く
手
法
で
す
。現
地
調
査
や

視
察
、住
民
意
見
交
換
等
を
通
し

て
、分
析
内
容
を
更
新
し
て
い
き
、

最
終
的
な
政
策
提
言
に
活
か
し
て

い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。　

「SWOT分析」を用いて現状把握

前
年
度
の
提
言
、実
施
中
！

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

　
　
に
向
け
た
取
り
組
み

　
令
和
６
年
度
政
策
サ
イ
ク
ル

「
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
」

に
つ
い
て
、
提
言
内
容
が
活
か

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
に
行
わ
れ
た
村
の

防
災
訓
練
で
は
、地
区
担
当
職
員

を
中
心
に
特
定
健
診
の
受
診
に

つ
い
て
、地
区
ご
と
の
受
診
率
等

の
数
値
を
出
し
な
が
ら
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。住
民
が
集
ま
る

場
所
で
の
説
明
を
今
後
も
続
け
、

受
診
率
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

防災訓練で特定健診のお知らせがありました
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も
っ
と
身
近
な

　
　
　
議
会
と
な
る
た
め
に

　
議
会
は
、村
民
の
声
が
反
映
さ

れ
る
大
切
な
と
こ
ろ
で
、村
の
発

展
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

皆
さ
ん
が
議
会
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、村
民
の
声

を
聴
く「
広
聴
」に
力
を
入
れ
、よ

り
よ
い
村
政
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。村
民
の
皆
さ
ん

が
村
政
に
関
心
を
持
ち
、「
自
分

も
参
加
し
て
み
た
い
」と
思
え
る

よ
う
な
議
会
に
な
る
よ
う
、取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

（
佐
々
木　
孝
）

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員

委
員

長
　 

高
橋
　
弘
展

副
委
員
長
　  

佐
々
木
　
孝 

委

　
員
　  

髙
倉
美
紀
惠

　
　
　
　 

　 

樋 

口
　
朗

　
　
　 

　
　 

和
田
　
将
幸

発
行
責
任
者

議

　

長

伊 

藤
　
均

選挙管理委員さん
このシリーズでは、村内の様々な委員さんの活動を
紹介していきます。今回は選挙管理委員さんです。

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
選
挙

管
理
委
員
４
名
を
指
名
推
薦
し

ま
し
た
。

　
村
が
実
施
す
る
選
挙
が
公
正
・

適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、事
務

を
管
理
す
る
選
挙
管
理
委
員
会

に
属
し
、主
な
職
務
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

◎
衆
議
院
議
員
、参
議
院
議
員
、

県
知
事
、県
議
会
議
員
、村
長
、

村
議
会
議
員
の
各
選
挙
に
関

す
る
こ
と

◎
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
に
関
す
る
こ
と

◎
選
挙
啓
発
に
関
す
る
こ
と

　
７
月
２
日
に
選
挙
管
理
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
と

委
員
長
職
務
代
理
が
決
ま
り

ま
し
た
。

村
長
・
村
議
補
選
の

投
票
方
式
が
変
わ
り
ま
す

　

東
峰
村
長
選
挙
及
び
東

峰
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

の
当
日
投
票
の
方
式
が
、

現
在
の
「
記
号
式
」
か
ら

「
記
名
式
」
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

　
理
由
と
し
て
は
、近
年
の

選
挙
で
は
期
日
前
投
票
が

投
票
全
体
の
半
数
程
度
を

占
め
る
こ
と
や
、開
票
の
際

に
記
号
式
と
記
名
式
の
投

票
用
紙
が
混
在
し
、迅
速
な

開
票
作
業
の
妨
げ
に
な
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
10
月
５
日
執

行
予
定
の
東
峰
村
長
選
挙

よ
り
、投
票
用
紙
は
記
名
式

と
な
り
ま
す
。投
票
所
で
筆

記
で
き
な
い
場
合
は
、投
票

所
事
務
従
事
者
に
よ
る
代

理
投
票
も
で
き
ま
す
。

東峰村選挙管理委員名簿
役　職

委員長
委員長
職務代理

委　員

委　員

大井 博行

早川 文男

和田 博

梶原 達生

　　おおい　ひろゆき

はやかわ ふみお

　　わ だ　ひろし　

かじわら たつお

氏 名

任 期　　令和７年6月30日から
令和11年6月29日まで（４年）
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